
3)。

我々は，この高出力CW-DFBレーザモジュールへ波長モニ

タを内蔵することで，長距離のDWDMシステムに最適な光源

を開発した 4), 5)。要求される波長の安定度は，DWDMシステム

の波長間隔に依存し，波長間隔が狭いほど，厳しい波長安定性

が要求される。現在導入が進みつつある 50 GHz間隔DWDM
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�z�Ø�t HR（high-reflection）コーティングを施して，前端面か

らの出力光を高くしている。前端面からの出力光は， 2枚のレ

ンズにより，ファイバへの結合される。これにより 70％以上

の高結合効率が実現している。レーザモジュールの外観を 図1

に示す。外形は 14ピンバタフライの標準パッケージであり，

特性と光スペクトラムである。光出力
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概　要　高密度波長多重（DWDM）通信では，隣接チャンネル間のクロストークを抑圧するため

に，光信号の波長が安定していることが求められる。我々は，








